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序
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
東
文
化
大
学
創
立
六
十
周
年
記
念
中
国
学
論
集
』
一
九
八
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
敦
煙
馬
圏
湾
漢
代
峰
燧
遺
祉
発
掘
報
告
」
　
〈
二
点
〉

　
『
漢
書
』
芸
文
志
に
よ
れ
ば
、
秦
代
の
『
蒼
韻
篇
』
を
母
体
と
し
て
、
西
漢
の
武
　
　
　
　
　
（
『
敦
煙
漢
簡
釈
文
』
一
九
九
一
年
、
後
．
『
敦
煙
漢
簡
』
下
冊
再
収
）

帝
期
に
司
馬
相
如
の
『
凡
將
篇
』
、
元
帝
期
に
史
涛
の
『
急
就
篇
』
、
成
帝
期
に
李
長
　
　
　
①
は
、
ア
ウ
レ
ル
⑧
ス
タ
イ
ン
（
＞
胃
①
H
o
。
置
箏
）
が
第
二
次
中
央
ア
ジ
ア
探
険

の
『
元
尚
篇
』
が
、
相
次
い
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
　
　
（
一
九
〇
七
年
）
に
お
い
て
発
見
し
た
敦
煙
漢
簡
を
エ
ド
ワ
ル
ド
⑧
シ
ャ
バ
ン
ヌ

の
小
学
書
の
内
、
伝
存
す
る
も
の
は
『
急
就
篇
』
の
み
で
あ
り
、
古
く
か
ら
そ
の
意
　
　
（
畠
o
考
弩
μ
O
訂
童
昌
雷
）
が
釈
読
し
た
、
所
謂
シ
ャ
バ
ン
ヌ
本
に
基
づ
く
も
の
で

義
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
加
え
て
、
今
世
紀
以
降
の
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
発
見
　
　
あ
り
、
②
は
、
フ
ォ
ル
ケ
⑧
ベ
リ
イ
マ
ン
（
向
O
岸
Φ
思
昌
㎎
昌
彗
）
が
西
北
科
学
考

に
よ
り
、
漢
代
の
テ
キ
ス
ト
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
知
見
が
提
供
さ
れ
る
こ
　
　
察
団
（
旨
Φ
o
。
庄
o
1
o
Q
峯
①
串
争
目
岩
＆
－
弍
昌
）
の
調
査
（
一
九
三
〇
∫
三
一
年
）
に

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
発
見
し
た
居
延
漢
簡
よ
り
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
③
は
、
①
②
に
、
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
検
出
と
考
証
に
関
わ
る
、
主
要
な
先
行
研
究
を
年
代
順
　
　
未
収
の
シ
ャ
バ
ン
ヌ
本
の
四
点
（
内
二
点
は
図
版
無
し
）
と
、
ス
タ
イ
ン
が
第
三
次

に
列
記
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
〈
〉
は
『
急
就
篇
』
残
簡
の
点
数
）
。
　
　
　
中
央
ア
ジ
ァ
探
険
（
一
九
一
四
年
）
に
お
い
て
発
見
し
た
敦
煙
漢
簡
を
ア
ン
リ
⑧
マ

　
①
羅
振
玉
「
小
学
術
数
方
技
書
考
釈
」
小
学
類
〈
六
点
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ
ロ
（
串
①
胃
｛
く
鶉
b
胃
○
）
が
釈
読
し
た
、
所
謂
マ
ス
ペ
ロ
本
の
二
点
と
を
加

　
　
（
『
流
沙
墜
簡
』
一
九
一
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
た
一
五
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
に
発
見

　
②
労
斡
「
蒼
頷
篇
興
急
就
篇
文
」
　
〈
三
点
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
敦
煙
⑧
居
延
漢
簡
の
『
急
就
篇
』
残
簡
を
集
成
し
た
研
究
と
し
て
、
重
要
な

　
　
（
『
居
延
漢
簡
考
釈
之
部
』
所
収
「
居
延
漢
簡
考
証
」
一
九
六
〇
年
）
　
　
　
　
　
意
義
を
有
す
る
。
そ
の
後
④
に
お
い
て
、
建
国
後
の
新
獲
敦
煙
漢
簡
か
ら
二
点
の
検

　
③
田
中
有
「
『
急
就
篇
』
漢
簡
考
」
　
〈
一
五
点
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
が
報
告
さ
れ
た
が
、
既
に
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
如
く
、
こ
の
内
の
一
点
は

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
田
社
会
科
学
）
第
二
十
九
巻
　
三
七
頁
∫
四
八
頁
　
平
成
七
年
十
二
月
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漢
代
『
急
就
篇
」
残
簡
論
考
（
福
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

『
急
就
篇
』
残
簡
と
は
認
め
難
い
。

　
小
論
で
は
、
如
上
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
一
六
点
に
、
一
九
七

〇
年
代
以
降
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
八
四
〇
九
点
の
居
延
漢
簡
の
図
版
を
収
録
し
た

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
甘
粛
省
博
物
館
中
国
文
物
研
究
所
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究

所
『
居
延
新
簡
－
甲
渠
候
官
』
（
中
華
書
局
　
一
九
九
四
年
）
か
ら
筆
者
が
検
出
し

得
た
二
一
点
を
加
え
た
二
八
点
に
よ
っ
て
、
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
集
成
及
び
伝

世
諸
本
と
の
比
較
を
試
み
、
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
集
成

　
本
章
で
は
、

類
す
る
（
［

敦
煙
漢
簡
⑧
居
延
漢
簡
の

は
松
江
本
の
章
数
）
。

『
急
就
篇
』
残
簡
を
集
成
し
、
章
別
に
分

⑧
敦
煙
漢
簡
（
『
敦
煙
漢
簡
」
釈
文
番
号
）

　
建
国
前
出
土
漢
簡

－
o
o
H
①

H
⑩
S
＞
巾
O

H
⑩
胃

ト
o
H
o
o
o

ト
0
H
o
o
①
＞
巾

ト
o
H
s

ト
o
H
o
o
↑

ト
○
↑
o
o
㎝

ト
o
お
ω

一圭七一十大甚一二

　
竃
c
o
ト
　
　
　
［
二
］

　
ト
。
違
①
　
　
　
［
三
］

　
ト
。
o
．
9
＞
巾
O
　
［
十
四
］

建
国
後
新
獲
敦
煙
馬
圏
湾
漢
簡

　
ト
。
o
。
　
　
　
　
［
十
一
］

⑧
居
延
漢
簡
（
原
簡
番
号
）

　
居
延
漢
簡
　
　
〈
V
甲
編
番
号

　
　
H
8
，
H
＞
坪
①
胃
も
①
＞
巾

　
　
o
o
o
o
？
崖
＞
巾
〈
甲
－
富
①
＞
巾
〉

　
　
o
o
O
o
①
＆
杜
＞
巾
〈
甲
ミ
窪
＞
巾
〉

　
居
延
新
簡

目
巾
弓
㎝
．
崖
＞
巾

固
巾
弓
①
．
8

目
勺
弓
①
．
胃
＞
ω

目
勺
弓
仁
Φ
．
ω
⑩

目
巾
弓
ト
㊤
．
α
o

目
巾
司
H
⑩
．
H
＞
巾
O

目
巾
向
岩
．
甲
◎
◎
＞
ω

目
巾
句
H
⑩
．
べ

目
巾
句
ト
◎
ド
ベ
ト
o
ト

目
巾
句
ト
o
ト
〇
一
富
α

目
巾
句
N
ド
ベ
ト
o
o
◎

目
巾
弓
ト
o
ト
◎
一
べ
o
0
H

廿見去去一一一一八尤尤一

八士＿
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○
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
章
別
分
類

　
　
章
数
　
松
江
本
の
章
数

　
　
略
号
　
建
国
前
出
土
敦
煙
漢
簡
…
敦
　
　
建
国
後
新
獲
敦
煙
馬
圏
湾
漢
簡
…
馬

　
　
　
　
　
居
延
漢
簡
…
居
　
　
居
延
新
簡
…
居
新

　
　
第
一
章
敦
宕
富
＞
｝
O
敦
ト
。
H
S
敦
心
。
H
8
居
↑
8
二
＞
坪
寓
H
＆
①
＞
巾

　
　
　
　
　
　
　
居
新
目
勺
畠
．
崖
＞
ω
　
居
新
目
巾
冒
㊤
．
8
　
居
新
目
勺
目
Φ
．
厚
吋
O

　
　
　
　
　
　
　
居
新
目
巾
目
Φ
．
ト
。
山
＞
ω
　
居
新
目
勺
目
Φ
．
べ

第
二
章

第
三
章

第
七
章

第
八
章

第
十
章

第
十
一
章

第
十
二
章

第
十
四
章

第
十
五
章

第
十
八
章

第
十
九
章

第
廿
章

第
廿
四
章

第
廿
九
章

敦
H
o
。
嵩
　
敦
ト
。
ト
。
。
。
杜

敦
ト
。
農
①

敦
ト
。
H
。
。
－

居
。
。
ω
？
震
＞
巾
〈
甲
ミ
震
＞
ω
〉
　
居
新
目
巾
良
⑩
．
o
。
⑩

敦
～
お
蜆
＞
ω

馬
轟

敦
胃
o
◎
㎝
　
居
竃
？
崖
＞
｝
〈
甲
－
s
①
＞
巾
〉

敦
轟
9
＞
巾
O

居
新
目
勺
畠
ド
富
ト
　
居
新
目
勺
畠
ト
。
．
富
α

敦
ト
。
お
o

居
新
目
巾
畠
・
8
　
居
新
目
巾
畠
曽
＞
巾

居
新
目
巾
畠
M
．
お
H

敦
岩
胃

居
新
目
巾
畠
ド
富
o
。

漢
代
『
急
就
篇
」
残
簡
論
考
（
福
田
）

　
　
　
二
　
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
釈
文
⑧
校
異

　
本
章
で
は
、
前
章
の
章
別
分
類
に
基
づ
き
、
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
釈
文
を
掲

げ
、
云
世
諸
本
と
の
校
合
を
試
み
る
。

○
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
釈
文
⑧
校
異
凡
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
一
　
釈
文
は
章
の
順
に
掲
げ
、
丸
括
弧
で
通
し
番
号
を
付
し
た
。
従
来
の
釈
文
に

　
　
は
、
残
嵌
字
を
伝
本
か
ら
の
推
定
に
よ
っ
て
釈
し
た
と
見
な
さ
れ
る
例
が
散
見

　
　
さ
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
注
記
を
加
え
て
い
な
い
た
め
、
誤
解
を
生
じ
る
危
険

　
　
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
残
鉄
部
分
か
ら
文
字
を
確
定
し
得
る
と
判
断
さ
れ
る

　
　
も
の
の
み
を
釈
し
、
傍
点
を
付
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
文
字
の
一
部
分
が
明
ら

　
　
か
な
場
合
は
、
そ
の
部
分
の
み
を
釈
し
、
他
の
部
分
を
□
で
示
し
た
。

　
二
　
字
述
が
不
鮮
明
で
図
版
か
ら
は
判
読
し
難
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
釈

　
　
文
に
従
っ
た
所
が
あ
る
。

　
三
　
本
文
に
照
ら
し
て
、
簡
の
表
裏
の
順
に
問
題
を
有
す
る
例
（
（
7
）
居
新
目
勺
句

　
　
曇
ト
。
山
＞
巾
二
8
）
居
新
目
巾
胃
⑩
・
H
＞
ω
o
⑧
（
1
6
）
敦
ト
。
お
睾
巾
）
も
見
ら
れ
る

　
　
が
、
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
従
っ
た
。

　
四
　
書
写
の
中
断
な
ど
の
理
由
で
、
何
も
書
写
さ
れ
て
い
な
い
空
白
の
部
分
に
っ

　
　
い
て
は
く
　
V
で
示
し
た
。

　
五
　
釈
文
中
の
以
下
の
記
号
は
、
通
例
に
従
っ
た
。

　
　
□
　
釈
読
不
能
字

　
　
口
　
上
下
鉄
失

　
　
…
　
字
数
を
確
定
し
得
な
い
、
複
数
の
釈
読
不
能
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
六
　
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
と
以
下
の
六
本
の
云
世
諸
本
と
の
間
に
異
同
が
認
め
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ら
れ
る
文
字
を
、
釈
文
右
側
の
算
用
数
字
に
よ
っ
て
示
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る

　
校
異
を
章
毎
に
纏
め
て
掲
げ
た
。

　
　
松
江
本
…
章
草
石
刻
　
葉
夢
得
敗
紀
年
「
宣
和
二
年
（
一
二
一
〇
）
上
巳

　
　
　
　
　
　
　
日
、
知
穎
昌
軍
府
事
繕
雲
葉
夢
得
題
」
⑧
楊
政
敗
紀
年
「
正
統

　
　
　
　
　
　
　
四
季
（
一
四
三
九
）
騰
月
中
鮮
、
賜
進
士
出
身
河
南
前
提
刑
按

　
　
　
　
　
　
　
察
副
使
、
吉
水
楊
政
識
」
（
『
松
江
急
就
篇
』
上
海
書
店
　
一
九

　
　
　
　
　
　
　
八
七
年
）

　
　
趨
孟
頼
本
（
趨
本
と
略
記
）
…
章
草
墨
跡
　
款
記
「
大
徳
癸
卯
（
二
二
〇
三
）

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
二
日
、
呉
興
超
孟
煩
」
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
く
「
三
希

　
　
　
　
　
　
　
堂
帖
」
第
十
八
冊
刻
V
　
（
『
故
宮
歴
代
法
書
全
集
第
一
四
巻
』

　
　
　
　
　
　
　
「
超
孟
頼
　
急
就
章
」
中
華
民
国
国
立
故
宮
博
物
院
　
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
七
年
）

　
　
碑
　
　
本
…
王
応
麟
『
玉
海
』
附
刊
「
急
就
篇
」
引
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
⑧

　
　
　
　
　
　
　
上
海
書
店
　
一
九
八
七
年
）

　
　
空
海
本
…
草
書
墨
跡
践
「
弘
仁
参
年
七
月
皿
川
日
買
得
了
（
墨
塗
抹
消
）
」

　
　
　
　
　
　
　
（
『
弘
法
大
師
急
就
章
』
讃
岐
萩
原
寺
蔵
版
　
一
九
二
二
年
）

　
　
宋
太
宗
本
（
宋
本
と
略
記
）
…
王
応
麟
『
玉
海
』
附
刊
「
急
就
篇
」
引
（
江

　
　
　
　
　
　
　
蘇
古
籍
出
版
社
⑧
上
海
書
店
　
一
九
八
七
年
）

　
　
顔
師
古
注
本
（
顔
本
と
略
記
）
…
「
急
就
篇
」
（
『
四
部
叢
刊
続
編
』
経
部

　
　
　
　
　
　
　
商
務
印
書
館
　
一
九
三
四
年
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」
／
空
海
本
鉄

　
［
第
廿
九
章
］

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
2
8
）
　
□
冤
盆
怒
仇
口

1
「
冤
」

三

（
居
新
目
巾
畠
ト
。
．
s
o
。
）

…
松
江
本
⑧
超
本
⑧
碑
本
同
／
宋
本
⑧
顔
本
「
法
」
／
空
海
本
鉄

漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
は
、
王
国
維
「
校
松
江
本
急
就
篇
」
以
来
、
校
勘
資
料
と

し
て
そ
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
代
残
簡
と
云
世
諸
本
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
資
料
数
の
制
約
か
ら
、
未
だ
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
に

至
っ
て
い
な
い
。
か
か
る
資
料
上
の
制
約
は
、
基
本
的
に
は
現
在
も
な
お
継
続
し
て

い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
急
就
篇
』
全
一
九
五
三
字
（
松
江
本
に
よ
る
）

漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
論
考
（
福
田
）
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に
対
し
て
「
敦
煙
漢
簡
不
過
百
鉄
字
」
（
「
校
松
江
本
急
就
篇
序
」
）
と
い
っ
た
初
期

の
状
況
に
比
べ
れ
ば
、
資
料
数
は
増
加
し
て
お
り
、
特
に
居
延
新
簡
の
十
二
点
を
加

え
る
な
ら
ば
、
現
在
知
ら
れ
る
字
数
は
、
二
倍
の
二
百
余
字
に
上
る
。
し
か
も
、
全

三
十
；
早
（
松
江
本
に
よ
る
）
の
内
、
第
一
⑧
二
⑧
三
⑧
七
⑧
八
⑧
十
⑧
十
一
⑧
十

二
⑧
十
四
⑧
十
五
⑧
十
八
⑧
十
九
⑧
廿
⑧
廿
四
⑧
廿
九
章
の
十
五
章
に
わ
た
る
残
簡

が
検
出
さ
れ
、
不
十
分
な
が
ら
全
体
的
な
把
握
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ

　
　
　
、
巌

で
本
章
で
は
、
前
章
の
校
異
に
基
づ
き
、
漢
代
残
簡
と
云
世
諸
本
と
の
関
係
を
中
心

に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
漢
代
残
簡
と
云
世
諸
本
と
が
同
じ
文
字
を
用
い
る
場
合

が
、
両
者
が
異
同
を
有
す
る
場
合
に
比
し
て
、
圧
倒
的
に
多
い
点
で
あ
る
。
比
較
可

能
な
漢
代
残
簡
二
二
二
字
の
内
、
云
世
諸
本
と
の
間
に
異
同
が
見
ら
れ
な
い
文
字
は

一
七
八
字
、
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
一
本
と
合
致
す
る
場
合
を
計
数
す
る
と
二
〇
七

　
　
　
（
1
7
）

字
と
な
る
。
即
ち
、
云
世
諸
本
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
漢
代
残
簡
と
の
間
に
異
同
を
有

す
る
文
字
は
、
一
割
に
達
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
漢
代
残
簡
と
云
世
諸
本
と
の
異
同
に
っ
い
て
見
て
み
よ
う
。
王
国
維
「
校

松
江
本
急
就
篇
序
」
は
、
章
と
本
文
と
の
両
面
か
ら
、
云
世
諸
本
を
以
下
の
四
種
に

　
　
　
　
（
1
8
）

分
け
て
い
る
。

　
　
1
　
松
江
本
⑧
超
孟
頼
本
⑧
碑
本

　
　
■
　
空
海
本
　
　
　
　
　
　
．

　
　
皿
　
宋
太
宗
本

　
　
w
　
顔
師
古
注
本

　
章
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
■
は
、
皿
に
存
し
て
1
⑧
w
に
無
い
末
尾
二
章
の
内
の

初
め
の
一
章
を
有
し
、
皿
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
本
文
の
点
か
ら
は
■
と
皿
と
は
同

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

系
統
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
も
皿
の
末
尾
二
章
は
、
既
に
王
国
維
に
よ
っ
て
、
建
武

十
二
年
（
＝
＝
ハ
）
以
後
の
東
漢
期
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り

（
「
校
松
江
本
急
就
篇
序
」
）
、
小
論
の
当
面
の
目
的
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
章
の
有
無

の
問
題
は
検
討
の
対
象
外
と
見
て
よ
い
。
一
方
、
w
は
顔
師
古
の
自
序
に
「
蕾
得
皇

象
、
鍾
鎌
、
衛
夫
人
、
王
義
之
等
所
書
篇
本
、
備
加
詳
藪
、
足
以
審
定
凡
三
十
二
章
、

究
其
眞
實
」
と
あ
り
、
複
数
の
諸
本
の
校
定
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
顔
注
に

記
さ
れ
た
二
二
の
異
同
を
検
討
す
る
と
、
概
ね
1
と
■
⑧
皿
と
の
異
文
対
立
の
状
況

に
合
致
し
て
お
り
、
顔
師
古
の
校
定
も
基
本
的
に
は
こ
の
二
系
統
を
中
心
と
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
で
あ
っ
た
と
見
な
し
得
る
。
従
っ
て
、
章
の
異
同
を
除
い
た
本
文
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
云
世
諸
本
は
以
下
の
如
く
分
類
さ
れ
る
。

　
　
第
一
類
松
江
本
⑧
趨
孟
頼
本
⑧
碑
本

　
　
第
二
類
空
海
本
⑧
宋
太
宗
本

　
　
第
三
類
顔
師
古
注
本

　
そ
こ
で
、
ま
ず
全
体
的
検
討
が
可
能
な
松
江
本
⑧
趨
孟
頼
本
⑧
宋
太
宗
本
⑧
顔
師

古
注
本
に
つ
い
て
、
漢
代
残
簡
と
合
致
す
る
字
数
を
そ
れ
ぞ
れ
集
計
す
る
と
、
以
下

の
如
く
で
あ
る
。

　
　
第
一
類
松
江
本
…
一
九
⑧
超
孟
煩
本
…
二
〇

　
　
第
二
類
宋
太
宗
本
…
二
一

　
　
第
三
類
　
顔
師
古
注
本
…
一
九

　
さ
ら
に
、
前
章
に
掲
げ
た
校
異
の
内
、
第
一
類
と
第
二
類
と
の
対
立
異
文
一
四
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に
っ
い
て
、
漢
代
残
簡
と
の
合
致
の
状
況
を
見
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
漢
数

字
は
章
数
、
算
用
数
字
は
校
異
番
号
）
。

　
○
漢
代
残
簡
と
第
一
類
と
が
合
致
　
…
　
八

　
　
　
十
一
1
⑧
十
二
2
⑧
十
八
5
⑧
十
八
7
⑧
十
八
9
⑧
十
九
2
⑧
十
九
3
⑧

　
　
　
廿
九
1
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○
漢
代
残
簡
と
第
二
類
と
が
合
致
　
…
　
六

　
　
　
十
四
1
0
⑧
十
四
1
6
⑧
十
四
1
7
⑧
十
四
2
0
爾
十
八
1
⑱
十
八
8

　
極
め
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
統
計
で
あ
る
こ
と
を
十
分
考
慮
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
が
、
異
文
統
合
に
よ
れ
ば
、
第
二
類
に
比
し
て
、
第
一
類
と
漢
代
残
簡
と
の
本

文
の
近
接
性
を
窺
い
得
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
は
決
し
て
顕
著
な
も
の
で
は

な
く
、
対
立
異
文
の
分
析
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
漢
代
残
簡
と
の
間
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
関
係
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
皇
本
（
松
江
本
）
屡
経

樽
苦
箏
自
不
能
無
調
、
鍾
（
宋
太
宗
本
）
顔
（
顔
師
古
注
本
）
二
本
亦
有
改
字
之
失
。

各
有
優
劣
、
不
能
偏
魔
也
」
（
「
校
松
江
本
急
就
篇
序
」
、
丸
括
弧
は
引
用
者
）
と
の

王
国
維
の
見
解
は
、
現
在
も
な
お
妥
当
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

　
異
文
を
通
覧
し
て
気
付
く
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
同
音
あ
る
い
は
類
似
音
の
通

用
字
と
見
な
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
羅
振
玉
が
「
小
学
術
数
方
技

書
考
釈
」
に
お
い
て
、
漢
代
残
簡
と
皇
象
本
⑧
顔
師
古
注
本
と
の
異
同
を
列
記
し
た

後
、
以
下
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
由
是
観
之
、
知
古
人
篤
書
、
多
随
意
用
世
俗
通
行
之
字
。
難
字
書
且
然
。
不
似

　
　
後
人
鮎
蓋
之
厳
実
。

　
即
ち
、
こ
れ
ら
の
異
同
の
多
く
は
伝
写
の
間
の
不
注
意
の
誤
写
に
起
因
す
る
も
の

で
は
な
く
、
一
定
の
通
用
関
係
を
背
景
に
生
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
漢

代
残
簡
と
第
一
類
諸
本
と
が
近
接
性
を
示
し
な
が
ら
、
同
時
に
一
定
の
異
同
を
有
し
、

他
方
、
第
二
類
諸
本
に
は
、
第
一
類
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
漢
代
残
簡
と
の
共
通
性
が

認
め
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
複
雑
な
状
況
も
、
か
か
る
通
用
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
一
端
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
急
就
篇
』
の
同
一
箇
所
が
複
数
の
漢
代
残
簡
に
見
ら
れ
る
例
は
、

第
一
章
五
二
字
⑧
第
二
章
三
字
⑧
第
八
章
五
字
⑧
第
十
二
章
二
字
で
あ
り
、
現
時
点

に
お
い
て
は
、
漢
代
残
簡
相
互
の
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
例
は
、
第
一
章
を
除
け
ば
僅
か
三
章
十
字
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
以
て
漢
代

の
テ
キ
ス
ト
に
異
同
が
見
ら
れ
な
い
証
左
と
す
る
こ
と
は
到
底
困
難
で
あ
ろ
う
。
他

方
、
前
述
し
た
通
用
字
を
中
心
と
す
る
伝
世
諸
本
と
の
異
同
の
状
況
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
漢
代
に
お
い
て
既
に
異
文
が
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
そ
の
実
証
は
、
漢
代
残
簡
の
増
加
に
待
つ
他
は
な
い
が
、
こ
の
問
題
に
関
連
し

て
、
以
下
、
（
2
0
）
敦
。
。
。
。
9
に
見
ら
れ
る
異
文
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
（
2
0
）
敦
ト
◎
。
。
寓
に
異
文
が
多
見
さ
れ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

本
残
簡
が
第
十
四
章
の
全
六
士
二
字
を
存
す
る
の
に
対
し
、
第
；
阜
以
外
の
他
の
残

簡
は
、
概
ね
残
存
字
数
十
字
以
下
の
断
簡
で
あ
る
と
い
う
、
残
存
字
数
と
の
関
連
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
（
2
0
）
敦
ト
◎
。
。
9
の
異
文
に
は
、
そ
れ
の
み
で
は

説
明
し
難
い
面
が
存
す
る
。

　
今
試
み
に
、
云
世
諸
本
が
全
て
合
致
し
、
同
時
に
漢
代
残
簡
と
の
間
に
異
同
が
認

め
ら
れ
る
も
の
を
抽
出
す
る
と
、
（
2
0
）
敦
轟
9
の
異
文
が
七
例
中
の
六
例
を
占
め

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
漢
数
字
は
章
数
、
算
用
数
字
は
校
異
番
号
、
異
同
上
字
は
漢

代
残
簡
、
下
字
は
云
世
諸
本
）
。

　
（
1
0
）
敦
H
o
◎
崖
　
二
　
2
「
中
」
－
「
仲
」

　
（
2
0
）
敦
ト
。
。
◎
寓
　
十
四
6
「
敷
」
1
「
籔
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
「
有
」
1
「
異
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
「
膵
」
1
「
澤
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
「
豫
」
1
「
橡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
「
楓
」
1
「
侃
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
「
騎
」
1
「
魅
」

　
既
述
し
た
如
く
　
漢
代
残
簡
と
伝
世
諸
本
と
が
合
致
す
る
場
合
は
、
両
者
が
異
な

漢
代
『
急
就
篇
」
残
簡
論
考
（
福
田
）
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漢
代
「
急
就
篇
』
残
簡
論
考
（
福
田
）

る
場
合
に
比
し
て
圧
倒
的
多
数
で
あ
り
、
伝
世
諸
本
に
異
同
が
見
ら
れ
な
い
一
八
五

字
の
内
、
一
七
八
字
（
約
九
六
％
）
が
同
時
に
漢
代
残
簡
と
も
合
致
し
て
い
る
。
か

か
る
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
先
の
分
析
結
果
は
、
（
2
0
）
敦
ト
。
。
。
割
の
異
文
の
特

異
性
を
物
語
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
、
漢
代
残
簡
に

お
け
る
異
文
の
存
在
の
可
能
性
を
も
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
結
　
語

　
小
論
で
は
、
漢
代
『
急
就
篇
』
残
簡
の
集
成
及
び
云
世
諸
本
と
の
比
較
を
試
み
、

両
者
の
関
係
や
異
文
の
問
題
に
つ
い
て
初
歩
的
検
討
を
加
え
た
。

　
資
料
数
の
制
約
に
よ
り
、
十
分
に
把
握
し
難
い
面
が
残
る
こ
と
は
否
め
ず
、
小
論

で
指
摘
し
た
諸
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
伝
世
諸
本
の
系
統
的
特
色
も
、
個
々
の
異
文
の
分
析
に
よ
っ
て
、
一

層
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
居
延
新
簡
－
甲
渠
侯
官
』
上
冊
の
「
出
版
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
姉
妹
篇

に
あ
た
る
、
肩
水
金
関
出
土
の
一
万
五
千
余
簡
を
収
録
し
た
『
居
延
新
簡
－
肩
水
金

関
』
が
出
版
の
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
肩
水
金
関
出
土
簡
蹟
か
ら
も
『
急
就
篇
』

残
簡
が
検
出
さ
れ
る
可
能
性
は
高
く
、
資
料
数
の
増
加
に
よ
る
研
究
の
進
展
も
期
待

さ
れ
よ
う
。

注（
1
）
　
シ
ャ
バ
ン
ヌ
本
に
図
版
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
漢
簡
は
、
大
庭
脩
『
大
英
図
書

　
　
館
蔵
敦
煙
漢
簡
』
（
同
朋
舎
出
版
　
一
九
九
〇
年
）
に
よ
っ
て
初
め
て
公
表
さ

　
　
れ
、
『
急
就
篇
』
の
二
簡
（
ト
。
ト
。
。
。
㌻
ト
。
ト
。
畠
）
も
そ
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）

（
3
）

但
し
、
本
書
の
「
各
個
解
説
」
は
、
ト
。
畠
α
＞
ω
二
H
O
。
↑
ニ
ト
。
。
。
仁
二
農
σ
の
四
簡

に
つ
い
て
は
『
急
就
篇
』
残
簡
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。

　
拙
稿
「
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
新
獲
敦
煙
漢
簡
に
見
出
さ
れ
る
小
学
書
残
簡
」

（
『
集
刊
東
洋
学
』
六
九
　
一
九
九
三
年
）
参
照
。

　
釈
文
作
成
に
あ
た
っ
て
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

敦
煙
漢
簡

㊧
羅
振
玉
鰯
王
国
維
『
流
沙
墜
簡
』
（
京
都
東
山
学
社
　
　
一
九
一
四
年
く
中
華

　
書
局
　
一
九
九
三
年
に
よ
る
V
）

爾
林
梅
村
騒
李
均
明
編
『
秦
漢
魏
晋
出
土
文
献
　
疏
勒
河
流
域
出
土
漢
簡
』

　
（
文
物
出
版
社
　
一
九
八
四
年
）

⑧
大
庭
俺
『
大
英
図
書
館
蔵
　
敦
煙
漢
簡
』
（
同
朋
舎
出
版
　
一
九
九
〇
年
）

⑧
呉
祀
駿
爾
李
永
良
鰯
馬
建
華
釈
校
『
敦
煙
漢
簡
釈
文
』
（
甘
粛
省
文
物
考
古

　
研
究
所
編
　
甘
粛
人
民
出
版
社
　
一
九
九
一
年
）

爾
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
『
敦
煙
漢
簡
』
（
中
華
書
局
　
一
九
九
一
年
）

居
延
漢
簡

爾
労
斡
『
居
延
漢
簡
　
図
版
之
部
」
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
　
　
一
九

　
五
七
年
）

⑧
労
幹
『
居
延
漢
簡
　
考
釈
之
部
」
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
　
　
一
九

　
六
〇
年
）

⑧
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
（
中
華
書
局
　
一
九

　
八
二
年
）

爾
謝
桂
華
⑧
李
均
明
⑧
朱
国
娼
『
秦
漢
魏
晋
出
土
文
献
　
居
延
漢
簡
釈
文
校
合
』

　
（
文
物
出
版
社
　
一
九
八
七
年
）

爾
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
爾
甘
粛
省
博
物
館
⑧
文
化
部
古
文
献
研
究
室
⑧
中
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（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

　
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
秦
漢
魏
晋
出
土
文
献
　
居
延
新
簡
－
甲
渠

　
侯
官
与
第
四
燧
』
（
文
物
出
版
社
　
一
九
九
〇
年
）

⑧
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
㊧
甘
粛
省
博
物
館
⑧
中
国
文
物
研
究
所
⑧
中
国
社

　
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
『
居
延
新
簡
－
甲
渠
侯
官
』
（
中
華
書
局
　
一
九
九

　
四
年
）

　
対
校
諸
本
の
内
、
碑
本
は
、
王
応
麟
『
玉
海
』
附
刊
「
急
就
篇
」
に
、
「
碑

本
皇
象
書
」
と
あ
り
、
宋
太
宗
本
と
の
異
同
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
校
異
が
、
果
た
し
て
異
同
の
全
て
に
わ
た
る
か

は
不
明
で
あ
り
、
こ
の
点
は
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
、
空
海
本
に
は
、
全
体
の

半
数
以
上
に
及
ぶ
一
一
〇
〇
余
字
の
鉄
脱
が
見
ら
れ
、
十
全
な
校
勘
資
料
と
言

い
難
い
面
を
有
す
る
が
、
鉄
字
に
つ
い
て
は
、
逐
一
、
校
異
に
記
し
た
。

　
（
3
）
敦
胃
竃
は
、
二
行
か
ら
な
る
が
、
右
行
の
「
生
死
不
可
道
者
」
は
、

『
急
就
篇
』
諸
本
に
は
見
え
ず
、
別
の
文
書
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
8
）
居
新
目
巾
目
㊤
．
H
の
C
「
者
大
善
不
之
一
一
到
來
大
」
は
、
『
急
就
篇
』
諸

本
に
は
見
え
ず
、
別
の
文
書
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
。

　
宋
太
宗
本
⑧
顔
師
古
注
本
は
、
松
江
本
⑧
趨
孟
頼
本
の
第
六
章
と
第
七
章
と

の
間
に
、
「
焦
滅
胡
」
か
ら
「
請
言
物
」
ま
で
の
一
章
六
三
字
を
有
し
て
い
る

た
め
、
松
江
本
鰯
超
孟
煩
本
の
第
七
章
以
降
に
つ
い
て
は
、
宋
太
宗
本
の
章
数

表
記
は
一
章
多
い
。

　
（
2
0
）
敦
ト
。
。
。
寓
の
C
の
「
邪
」
と
「
除
」
と
の
間
に
は
、
文
字
の
痕
跡
が
見

ら
れ
、
マ
ス
ペ
ロ
は
「
綴
」
と
釈
す
が
、
第
十
四
章
の
本
文
と
の
関
連
は
認
め

ら
れ
な
い
。
田
中
有
「
『
急
就
篇
』
漢
簡
考
」
が
指
摘
す
る
如
く
、
書
写
す
る

前
に
書
か
れ
て
い
た
文
字
を
削
去
し
た
痕
跡
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
1
）
居
新
目
勺
畠
ド
S
？
（
2
2
）
居
新
目
巾
畠
ト
◎
・
富
㌘
（
2
6
）
居
新
目
巾
畠
ド
富
↑

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

は
、
形
体
⑧
筆
意
等
の
点
か
ら
同
筆
と
見
な
さ
れ
る
。

　
前
掲
注
（
9
）
参
照
。

　
（
2
3
）
敦
ト
。
お
o
は
、
三
面
体
の
木
瓠
で
あ
る
が
、
裏
面
に
は
文
字
は
見
ら
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
（
2
4
）
居
新
目
巾
畠
．
⑩
？
（
2
5
）
居
新
目
巾
畠
．
胃
＞
巾
は
、
残
簡
の
状
況
や
字

体
の
合
致
か
ら
、
接
合
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
居
新
目
巾
畠
・
㊤
冨
の

「
第
五
十
八
…
」
は
、
章
数
か
ら
『
急
就
篇
』
と
は
別
の
文
書
の
一
部
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
向
巾
畠
．
⑩
O
の
裏
面
に
は
、
文
字
が
見
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
り
、
或
い
は
削
去
し
た
際
に
残
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
掲
注
（
1
2
）
参
照
。

　
（
2
4
）
居
新
目
勺
畠
8
「
第
十
九
碓
磧
扇
蹟
番
簸
揚
頃
町
口
」
に
は
、
章
数

表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
「
碓
碍
扇
蹟
春
簸
揚
頃
町
」
は
、
松
江
本
爾
趨
孟
煩
本

に
お
い
て
は
第
十
九
章
の
冒
頭
で
は
な
く
、
第
七
旬
の
第
一
字
か
ら
第
八
句
の

第
二
字
ま
で
に
あ
た
る
（
本
文
の
点
で
は
他
の
諸
本
も
同
一
）
。
章
の
冒
頭
以

外
に
章
数
を
記
す
例
は
、
現
時
点
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
前
掲
注
（
9
）
参
照
。

　
『
王
国
維
遺
書
』
第
六
冊
（
上
海
古
籍
書
店
　
一
九
八
三
年
）
。

　
章
数
表
記
に
つ
い
て
は
有
無
⑱
形
式
が
諸
本
間
で
異
な
る
た
め
、
以
下
の
異

同
の
統
計
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
ま
た
、
八
3
「
T
」
⑧
廿
四
2
「
弾
」
は
そ

れ
ぞ
れ
「
斤
」
÷
穫
」
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
統
計
に
は

含
め
な
か
っ
た
。

　
各
伝
本
に
つ
い
て
は
、
王
国
維
「
校
松
江
本
急
就
篇
」
、
啓
功
「
《
急
就

篇
》
伝
本
考
」
（
『
啓
功
叢
稿
』
中
華
書
局
　
一
九
八
一
年
）
参
照
。
ま
た
、
松

江
本
と
趨
孟
頼
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
急
就
篇
』
皇
象
本
系
諸

漢
代
『
急
就
篇
」
残
簡
論
考
（
福
田
）
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（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
補
）

本
に
つ
い
て
」
（
『
汲
古
』
二
六
　
一
九
九
四
年
）
参
照
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
王
国
維
「
校
松
江
本
急
就
篇
序
」
は
、
「
空
海
本
…
有
齊

國
給
猷
以
下
二
章
與
宋
太
宗
本
同
。
其
他
字
亦
多
同
宋
太
宗
本
。
蓋
亦
出
於
鍾

元
常
、
而
為
琶
人
所
書
者
。
顔
監
所
構
衛
夫
人
及
王
義
之
本
、
當
居
其
一
突
」

と
述
べ
る
。
但
し
、
空
海
本
は
「
齊
國
給
猷
」
以
下
の
；
早
を
有
す
る
の
み
で

あ
り
、
「
有
斉
國
給
猷
以
下
二
章
與
宋
太
宗
本
同
」
と
の
指
摘
は
誤
解
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
王
国
維
「
校
松
江
本
急
就
篇
序
」
は
、
「
就
此
三
本
（
松

江
本
⑧
宋
太
宗
本
⑧
顔
本
）
互
勘
、
則
顔
本
章
数
與
文
字
、
實
居
鍾
（
宋
太
宗

本
）
皇
（
松
江
本
）
二
本
間
［
（
自
注
）
顔
本
異
於
皇
本
者
一
百
六
十
六
字
。

宋
太
宗
本
異
於
皇
本
者
至
二
百
六
十
七
字
］
、
知
顔
氏
詳
藪
諸
本
之
説
不
諏
。

要
其
所
婦
與
鍾
本
為
近
」
（
丸
括
弧
は
引
用
者
）
と
述
べ
る
。

　
空
海
本
の
鉄
字
、
及
び
碑
本
の
校
記
が
見
ら
れ
な
い
文
字
に
つ
い
て
も
、
他

の
第
一
類
⑧
第
二
類
諸
本
間
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
数
に
含
め
た
。

　
（
5
）
居
新
目
巾
畠
．
崖
＞
巾
は
、
A
面
二
行
、
B
面
一
行
か
ら
な
る
。


